
海洋教育とは

海洋教育は「海洋と人との共生」という大きな課題に向かい、その実現に向けて必要な
知識や技能を身につけ、行動できるような人材の育成を目指すものです。

人類は、海洋から多大なる恩恵を受けるとともに、海洋環境に少なからぬ影響を与えて

おり、海洋と人類の共生は国民的な重要課題である。海洋教育は、海洋と人間の関係に
ついての国民の理解を深めるとともに、海洋環境の保全を図りつつ、国際的な理解に
立った平和的かつ持続可能な海洋の開発と利用を可能にする知識、技能、思考力、判断
力、表現力を有する人材の育成を目指すものである。この目的を達成するために、海洋
教育は海に親しみ、海を知り、海を守り、海を利用する学習を推進する。

海洋教育の定義

海洋教育の４つのキーワード

海洋教育では、「海に親しむ」ことから始まり、「海を知る」ことで海への関心を高め、さら
に海と人との共生のために「海を利用」しながら「海を守る」ことの大切さを学んでいきます。

海洋教育のコンセプト概要図
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海の豊かな自然や身近な地域社会の
中での様々な体験活動を通して、海に
対する豊かな感受性や海に対する関
心等を培い、海の自然に親しみ、海に
進んでかかわろうとする児童・生徒を
育成する。

海に親しむ

海の自然や資源、人との深いかかわり
について関心を持ち、進んで調べよう
とする児童・生徒を育成する。

海を知る

海の環境について調べる活動やその
保全活動などの体験を通して、海の環
境保全に主体的にかかわろうとする児
童・生徒を育成する。

海を守る
水産物や資源、船舶を用いた人や物
の輸送、また海を通した世界の人々と
の結びつきについて理解し、それらを
持続的に利用することの大切さを理解
できる児童・生徒を育成する。

海を利用する

参考資料 「海洋教育パイオニアスクールプログラム ホームページ」
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